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路の号号 道地

伊

称和社

長農

域下和

区

昭

起伊

画 図 号和

書日道
る

律北係

法、に

年は路

道事

第海
建項

都 第

部 ）

設 号

市

村先上で

問地字ま

計 条

野

声稚原

上ら問

字か声

別
更の前後

変後
間問内

前

町町

下和

山長

市市

達達

達達

終伊伊

点

一 市市二 長長一

項

課 １

画 第

点町町

和和

い北 に

置 定

え 規

備 の

に

都

般知 、

一道 り

て海 よ

敷

に 画

覧堀 計

縦 市

の事

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

業
現
木

土
走

網
道

海
北

長 業
現
木
土

広
帯
道
海

北

所

市市

な達達

主伊町伊

所

を

地下町

山和 過
館長 経

也 お

。 と

る達 の

す 次

供

の間
と区

等複
道

国重

り



税取成

方を平

地定
指

法り
消年

昭し
和た月
。
年日

北 海

３４

用 及の
類業収使

種事事
部部

名行のの び施業
用

間地分分

称期

道 公 報

業１２ 北

都の 海

事平施都 道

業成市

市
告

計
行 計
計 示者 画
画年画 第

事 の 法
の
変月業 名 昭

称の 更 号和
を日

第

２
雲都都

八ア
更・覧

都市市変名９縦
供

計画画す６に

市計計
種定部１す

画のをる・

園類め分る

公

号

幹
平線縦

成街覧
十路に
四供
年す
十る

る律
法

公

。第
第

）
号

北海

の
６

の
条

昭変昭
な告

和年海 和更道

北道
道示 ８第

年海告 年し示

北
海告第 月

道示

日号 告第
号 かの 示

、 ら事
平 平業 号 第
、成 成地

号昭

律し田田

法可虻虻

年認
。市

第た町都
計

水 第

下 ）

画 号

道

にた噴都

虻 １

業 第

事 条

画

る公地湾計

係土火市
ラ図

項区ノの

事園のパ
称クお

ーと
パの

マ書

域

位山
）

り

一都

月市

二計 号 十画

二柏の

日

お
と

通の
書 木図

金

別丁）

登１り

曜

３
第

４

市目

告

事

に知

定道

規海

の北

項

の

特
の
次
、堀

り
よ

４
年 年う 、和
北 ３ち 昭
北海 月虻 和年

田 道
示 ま字 北道告 日町 年海

爺 道示第 で洞 海告

湖 告第
号温 示

及泉 第
号び町
平 、

に

下 定

共 規

公 の

田 項

の

次

知 、

道 り

海道 よ

北水

八
郡

越

都
り

お

堀 と
の

事

柏

置松
浜
町

雲

日

盤
常
市目
別丁
登５

町
木

者也

業
約達

別丁
登２

町

貸

の
北

貸金

３４５

海

金業平 道

業者成

氏登登

石 録

のの 狩 録取

規登年 支 消

制録 庁 番年

等を月 告 月

、和

一 号成 昭

部
を 年 昭

貸１２

和年北削

北

貸金 海

金業平住商 道

業者成 石号

のの 狩又 規登年 支は 制録 庁

等を月名 告

２３４５

事

也 画
計

達 市

号 成録

平住商氏登登

１

録取 又

番年 は 年消

貸
月月 名

北

貸金

４

海

金業 道

業者

事指

石

のの

業定

狩

規登

所の

支

制録

の取

庁

等を

所消

告

１２３

町
木
柏
市目

在年

事 又者
る 名表た

氏代主
所

はの務

に取 示 名号日

関り日 第

す消
るし 号

律の

木海成法た

鈴北平
道
知年で
昭、 明事
月和同
法 石６
第日年第
法
律条

所称 に取 示

関り日 第

す消
るし札パ 号

中フ

律の市ク

法た幌ー

で

南ナ

和同区イ

昭、央ァ

法

条ス

年第８ン

法

所称名号日

律条西

田海成

札号ア津北平

日

幌ー

市バ道

東ン知年

区ク泰事
月

ジ石６

北レ

条ッ第日

東ト

に取 示

関り

地月

第

す消

日

るし 号 支

で

成律の

平法た

年昭、

庁

法

９和同

月
１年第

日法

大岩

称名は
又 名氏

律条

５

事敏市

商沢

西西見

大
会西

式条

株雄
社

第第

丁

１ 号

定
第規

）の
号項

の告
項公

１り
第よ

条に
に。
定る

規す

第第
１丁

規海番

）の北２

号項目

第
定道

り支ベ

第よ狩

条に石号
ァ

の告長フ

項公庁ル

１
に。レ

定る山ー

規す

海
番 北

１
目

号 丁
長
ヤ 庁

ー 支
ロ 狩

石
号 道

イ 山ハ
ル

告

１
第第

第規
）の
号項

示定
の告
項公

１り
第よ

条に

１
－
１

目

に。
定る

規す

一
二
二

央

基本中

の
次
、

き
づ

基

づ
き文 文ー

オ 本ツ

の
次夫号 、

夫タ
ハ

の
次
、

き
づ

基



事 北

都は 海

、平 道

完成

市
十計

平 了 勝画

成 し年 支法

十 た 庁

四 。月 告昭

年 示和

十 日 第

北 海

開れ開所開

は
事１２３

許

完成発る発及発

、平

区地許び 了

を名年

し年域域可氏可

又の た

工称け日

。月は名受月

日区た及

道 公 報

北

都

１２３

道
海

市 開れ開所開

十計 発る発及発

勝画 区地許び許

支法 域域可氏可

庁 又のを名年

告昭 は名受月

示和 工称け日

第 区た及

第

事 北

都は

４５

海

、平 道

完成

市 登登

十計 録

了 勝画 録取

し年 支法 消

た 庁 番年

。月 告昭 月

示和 号日

日 第

号

名
は

又
号

住商氏

１２３

所称名

一 年

月 号法

二 律

十 第

二
日

第
）

号
条金

１
第

曜

平

ま住号

含の番

に者び

西西西成

河河河

郡郡郡
内月

札札札４

中中中年

内内

村村村

東大日

年 に者び

号

第
律 ま住号

法 含の番

河河有平

）

西西限成号

郡郡会

芽芽社年第

室室３

第

町町名月条

新新取

生生商日２

年
号

律 海成

法 北平

第 道
知年
事
月号

第日第

石６）
条
第

市な
幌号崎

札商樫

１ 号 丁
３

条
３

北
拓

区聡

北し

項

目

日

勝 よ

十 に

道 定

海 規

北 の
行

尾 発
開

長 の

庁 次

支 る

条南長十

１通村

に

山 為

道３丁和指

海北２建

北
十丁目田第

勝目３

庁番地次２

支１番民－

３
か
尾ほ令
指

長地郎号

５５十の

南南産項

筆
山

表指定

線線代建規
よ

番番取第に

地地締
役－る
次 、

名号の

正行

地令発

番取指開
に

、春為

よ

十 に

道 定

海 規

北 の
項

尾 発
開

長 の

庁 次

支 る

勝

北番
２

に

山 為
行

海
長慎
庁
支田
狩會

石
道号

工

治 る
す

篤 関

本
山方
一

５
札に
札 札

入入開開入
入

場日場日加
参 保 札札札

３４

治
篤

海海話札

資契北北電入

が条道道番執

平格道約

有行項札警号行

成を
年すうを幌察の
場 北る指示市本

る

地す

番関

１２
工

調拾調納納札の

入入次

入参ず

に達得達にい

札
す一す加れ

付を物を入

関

るる覧る期場すに

す

工

治 る
す

篤

北

次

３

海

の平 道

と成

開

警 発

お 察 許

り年 本 可

一 部 年

般月 告

及

開れ開所

１２

夫
文

月

域可氏

区地許び

発る発

し
証 は名受

又のを名

域

す
と
う

所時所時金よ
者

海海成ににる

北北平
同同 道道

。。、

札警年じじは

幌察
日者

中部５の

市本月そ

区階の

央１

及

海こ名す中部－所

道と競場央総

び

北部日 － 告。争所区務

示入

時 第札２会

に条計
丁線 又す７内 号関西課

はる

平指目

成名
を

者該

事物簿物るも
年停

かのに当

項品ほ品日所

様平契要る

名仕必す

の
称

担資と

及品等成約なこ

び目
量合入１者

数年当格。

の

計札月等

説
明日指

書定

競 示 日

争日 第

入

及
び

札 番道号 号

以 警

平

下

察

札

成入

年」 本

者

区た

工称け

月い

４と

京本

上東日

ま住

含の

に
水央製

清中菜

郡都甜

川

札後積

北入午見

町区糖

た

西場時っ

条会１も

２
７

金

目約

丁分契

一 額

二
三

道れ

海さ

北止

及
税

費
消

号こ

９い

第な

示い

告て

にす

印
る
す

定
規。

にと

。所

る場

よる

点 部う
）

日。

告

建実海

十を北

示

る察

第す警

指施道

令上

指
号長

１部

－。本

社

水２会

清橋式

字京株
番表

線３代

１目

第丁
取 番

号締

、役
久

番松

製
の

物
刷

税
費

消
方

地
び

男
都
美

原

の
造 ）

区
工

２史

第直



のの細

者契ここ詳

アイ

、

あに入入は

で約名所

かす及の入 在 る関札札

称地契行説

をるび執札

申事

北 海

落

に入る捨税相

号アイ

業す札

掲札落額て事当

加金者る者

札 げ金をた

入等算額で金と

決 る額

っ

に 札にし）あ額な

定
当 及係たをるを

道 公 報

８９
っ

札入約開

落財て契要そ

付の作

規札 者札書

務 交

の 則の
に 方定効の

第時 決有成

方な要

法法入否他 条お

第

６７

。便便札交

第う郵郵入

）にに説

るる書 の第よよ明付 条

入入の場 ７

及付所 びか札札交 及条
等

号

保
以証入

平下金札

成を保
十消納証
四費付金
年税すの
十

、書

し務約は明

等る納

担北北電、公に

出をは

る

こ当海海話調開よ

る

手る。

とす道道番達す

組察幌続。

。る警札号
の 織本市

止

の部中－停

名総央

等

及部北が － 称務区

有 び会２

札者

た びる金もか入た

て税書は

っ こ消額っ免

て の費

記落

は 公税当落事に、

価者載札

、 告等該札業

取額格です決

入 にの金
書 め扱にとある定

札 定

と速

に るい１するこ後

未のを。や

記 入円るか
わに

さ に満で問か

載 札

に １て 札 第い

れ 関の、

限 項、

定規 場。 規に のる の２

交た よす でし に定 所）
め格 すを 定資 付者 りる

し 者 予有 。札 たを る落

電関 海第びに 北ら

報す北北電 道

道番 務号にる海海話 財

る項札警号 規
まよ事道

の入幌察 則
で
定札市本

和
めは中部－ 昭
る、央総

と認区務

こめ北部 年－

北ろな２会

一」こ付

月ととの

二い。免

十う除

二。、

日

を等

額法

当方

相付

）納

金

む、

含は

曜

り

。地

７る 内 在課西得

所計条
丁。 線 地

目

数札、費

た す端入ず消

積等

額 条がに見税

金 る

当 にる加もの

に 件あ参
きるた税 該 違とすっ課

約業 額 しは者契事 金 反
入そ、金者 の た、は

札の消額で
る の

は端費のあ 分

、数税

か ５

格い す 価な と 定

無金等

のた 限し 制の 。 の者 る
最務 で財 内、 囲札 範入

海

の則 低規

内 よ。西課 道
にい条計

第
。丁 則線 る７ 規

目

下
以

。
号

）方
規

務
財

日

治

の自
法

に

令 ５

行 の

施 分
す

和 当

昭 相

６７

令 以

政 額

年 る

い青

操操禁次囲な
りら

れ。森

業業止のま

西

間間域かた県

期期区

域津

はら海

税 相の 効額に免 に分

、

とを係

事 当 す切る

４５

。
るすり課に業

の
舶認の申そ

使使船承次

船船はをい請の

委用用

委

会舶舶除しず者他

員

か外員

がのはくなれ以

価第

特制、。い

格
２３

も各

を条

か整操操法承承者

調る

の年

じ委業業律認認前

き員区区の
象お

等会域域平対対に

流は成象

と
」
則

し以、８者者い

こ規１

い
北

北定 海

海に平操

と

道

道基成業

を

連

の

目
太づ 合的
平き年承 海

認

と
洋、 区す
沖次月 漁

の

第 上

う郡

平まの軽

札）
号 入

のち艫

成で
海突

１を北崎

年点、作

合

日に沖

１次道端

月順
線域

らぶ海

か結
お

月、に

該者が

に限総場にの会
、適

当ン当が不

適ト合
る実当

と数す

認
るン合上認

めト場質と
場

上、該た

者以は当め

力をの

動認業合

の承漁

、

網下北年はて

漁し経

漁海法、

太第のじ

業委道律次か
いき

を員
操会平
沖）れ流

業」洋号ず等
に網

よい合第かし

しと
と。域条該漁

うう海１
す２すに

す）と第当業

る

者承る項る係

るの

合の 業も
海と日 調

域お
の

整

にり
）

委

お指
の

員

け示
操

会

るす
業

指

、る
に

示

か。北

つ

第

じ海

い

２

き道

て

号

業 流合

漁 等連

、

指道
連
合
海
区
漁
業
調

は

まらて

日かい

るのじ

すでか

とま、

で

網
次し

順流
を等

。点き

船な営

線を
ぶ業
結漁

に

。す

る配

す。支

といを

別が

、れ

しそ

だお

たる

者る

る認

めと

定る

にあ

、をた規と委

は認。に
しする会

使受だ定す員

排承

すな、る。の

用け

的を

船れ他他認

るけ排
済け

ごな経経受

舶ば的
域業

にな水水操

とら済
外た

海。及以し

北い域

網区

法 し海

道び

調

和 業業

昭 漁漁
会 律 き員 法 じ委

年 か整

か会 第 、
つ長

び第
及石 ）

お号

整
委
員

示会

一
二
四

には
岸て
陸し

び業
及操

舶る

船れ

用ら

使め

よな

水績

連大の実

外合

以場

域を

合陸

る

漁関除す

区には有

海

。

業すく

ま黒
郎 項

を三 １
ろ勝 第

ぐ条
るの
獲



書

獲認委認

な摘漁承を承

ら操し

平 な業た成を員の

成 い海事績受会取

十 。域項報けに消

四 には告た提し

年 面、書者出

十 すこのはし

北 海

使なけか
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